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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　３月１５日　(土)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　清川　真澄　　記録者　山地　孝志
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

　特にありません。

＜ケア検討：排泄＞
・金橋　トキノ様～ストーマ使用中です。最近は、パウチ内に排便やガスが充満している時、本人より訴える事があります。その際はパウチを確認し対応して下さい。また、パウチを交換した際は、フローシートと記録の記載を必ず行って下さい。

排尿に関しては失禁等見られず、トイレにて排尿されています。排尿後、衣類でパウチが上向きになっている事があるので、パウチが上向きになっていないか・排便やガスで充満していないか等を確認して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・久慈　脩様～食事摂取・水分摂取量の不安定さある為、現在尿測しています。脱水状態とならない様にＩＮ（食事・水分摂取量）・ＯＵＴの観察を行っていきましょう。
　　　　　　　　　　

・玉井　クニ子様～現在、日中、夜間を通じてオムツを使用しています。日中はトイレ誘導を実施し、失禁や失敗無くトイレでの排尿を出来る事もあります。

　　　　　　　　　　そこで、日中はリハビリパンツを使用し、トイレでの排泄を促していきたいと思います。トイレでの排泄行動により座位保持の機能、衣類着脱に必要な身体機能等の維持、排泄状態の観察がより詳しく観察できるという利点があります。リハビリパンツを発注し届き次第、日中はリハビリパンツ使用し、様子を見て行きたいと思います。トイレ誘導時は排泄チェック表へ忘れずに記載して下さい。

　

・田中　金太郎様～　日中は尿意がありトイレにて排泄出来ています。しかし残尿感があり、再度トイレへ行かれる事があります。転倒の危険がある為トイレ誘導にて対応していますが、スタッフが傍に付き添う事で緊張し、気持ちの良い排泄が出来ていない事も考えられます。排泄時は排泄環境や声掛けに配慮し、様子を見ていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　なお夜間は尿意から排泄行動までスムーズに行えない事もあり、排泄の失敗が見られる事もあります。排泄の失敗により床が濡れ転倒する事も考えられます。夜間排泄時は自室の床やトイレの床が濡れていないか等の確認をし、安全に排泄して頂くよう注意して行きましょう。

　　
· 排泄行動が自立している患者様についての注意事項

尿意、便意があり、トイレでの排泄を自立で出来ている患者様の中でも、現在は寒い時期である為、厚着をされている患者様も居ます。すると下着を脱ぐまでに時間を要し失禁や排泄失敗をしてしまう事があるかもしれません。その為、自立しトイレへ行かれている患者様だからといって安心せず、プライバシー保持に配慮し、排泄行動を観察し、快適な排泄を行って頂ける環境を整えて行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







